看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成23年　6月　13日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第7回）

時　間　　15:00～16：00                              司会者:小向　由紀
場　所　　病院2F会議室                              記録者:上野　葉子
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＜グループ活動報告＞

【東病棟】・7日、吉田光良様の電話対応に関する報告書と指導計画書提出

・23年度1回目の病棟巡視

・人事関連

　          畑内涼子スタッフ復帰、16日から8時～16時の時短勤務

　          橋本スタッフ、金井スタッフの夜勤など開始～

【西病棟】・野々上（子供）の溶連菌感染症　6/6～10 傷病原因報告書・復職願い提出

【北病棟】・6/8　看護の方針検討会議：まず、患者様の評価を行い、看護師と家族、本人の面接を設定し、ご家族へ現在の患者様の状況を伝え、今後の方向性を決めてご家族、本人への目標を定めていく事を決める。

・学術テーマ、内容決め　5つのグループでそれぞれ1題ずつ行う。

【南病棟】・感染（村田タカ様　MRSA3＋にて観察室で対応中）

【外来】・外来看護日誌の書式変更の企画書作成し提出

・外来患者様一覧の見直し

【通所】・納涼会企画書　決済済み　準備を進めていく

　　　　・２階　IHコンロ破損⇒取って破損部分を削って、塗料塗布

＜週間報告＞

○データベース・パス

　ベッドコントロールに関連したメール内容について、各病棟でフォルダに保存をしている。病棟によって、メール形式、メモ機能形式など保存方法にばらつきがある為、メモ機能で保存するよう統一していく。

＜連絡事項＞

· 治療対策検討会について

　入院時の対応は基本的にSGMやJGMとしてはどうか？

　⇒SGM・JGMのどちらかが日勤帯で常に勤務している体制を作らなければいけない。

　　スタッフ全員が入院時対応を出来るようになって欲しいが、それはSGM・JGMのサポートがあってのものである。仮に、SGM・JGMともに不在である場合は、対応できるリーダーが業務に従事するべき。

　⇒多くのスタッフが介入できるように、管理者が教育的に関わっていく必要がある。

　⇒今まで家族に対して意図的に関わっていく機会が少なかったため、家族への介入も重要と考える。

　⇒基本病状評価尺度として、PANSSを検討していく。

· 各病棟の掲示物について、古い掲示物は外していくこと。

· 学術研究発表について、11/3の院内学術に向けて、各病棟取り上げるテーマを佐々木AOMまで報告すること。10月中旬に選考会を実施予定。

· 6/14（火）呂Drの救急研修実施。参加促していくこと。

· カンファレンス記録や月報など、情報共有の為、各スタッフが確実に確認するように促していくこと。

· 年次有給休暇について、あくまでも年次有給休暇の申請である為、備考欄に「公休希望」「公休でも可」との記載はしないこと。

· 本日、東病棟の施設巡視実施。次回は6/27西病棟予定。

